
ポルト新年度スタート

保育の振り返り

新一年生の子ども達は学校という環境にも慣れてきたようで、ポルトにニコニコと笑顔で帰ってきます。着替えながら今日楽
しかった事、大変だった事、給食のこと、沢山のことを話してくれます。おうちの人が迎えに来るまでの時間は宿題をしたり、
友達と遊びながら過ごしています。上級生のお兄さん、お姉さんが一緒に遊んでくれることも楽しいようです。ウノやトラン
プというルールのある遊びも、上級生が遊んでいる姿を見て、「私もしてみたい！」「入れて！」と興味を持ち、進んで遊び
に入り、実際にやってみながら覚えています。ゲームをしている中で途中で止めたくなってしまったり、ちょっぴりずるをし
てしまったり、勝ちたい気持ちが強くでてしまう場面を見ることがありました。ルールがある方が、楽しく遊べることは理解
していますが、気持ちがついていかないところがあるようです。上級生の子ども達の「いかん！！ずる！！」という気持ちも
重なり、「もう嫌だ」となってしまうこともあると思いますが、こういうかかわりをを通して、一緒に遊ぶ楽しさや、友達と
の関係が深くなっていくので、気持ちを切り替えながら、どんな振る舞いをしたら良かったんだろう？友達同士で考えていけ
るようなかかわりが出来るように、一緒に過ごしていきたいです。

(思考力の芽生え、豊かな感性と表現、協同性、道徳性・規範意識の芽生え・自立心・社会生活との関わり・言葉による伝え合い)

作成日：５月13日(水)
作成者：進藤早苗
対象：ポルト児童保育のねらい：新しい環境で友達や上級生と一緒に、自主的に活動

をすることを楽しむ。


